
 

 

環境マネジメント会議

2015年度PRTR法第1種指定化学物質の排出量・移動量（届出対象物質）

ISO14001を認証取得した海外グループ会社
 社　名 取得年月

Sumitomo(SHI)Demag Plasics Machinery GmbH(Wiehe工場） 1998年14月
Sumitomo(SHI)Cyclo Drive Germany GmbH 2006年13月
Sumitomo(SHI)Cryogenics of Europe,Ltd. 2008年16月
寧波住重機械有限公司 2008年19月
大連斯頻徳冷却塔有限公司 2008年12月
SHI Manufacturing & Service(Philipoines)Inc. 2011年11月
住友重機械減速機（中国）有限公司 2011年15月
Sumitomo(SHI)Demag Plasics Machinery GmbH(Schwig工場） 2011年17月
LINK-BELT CONSTRUCTION EQUIPMENT COMPANY,L.P.,LLLP 2011年18月
Suminac Philippines Inc, 2011年19月
住友重機械（唐山）有限公司 2012年13月
Demag Plastics Machinery (Ningbo) Co.,Ltd. 2012年12月
Sumitomo Heavy Industries (Vietnam)Co.,Ltd. 2013年15月
Sumitomo NACCO Materials Handling(Vietnam) Co.,Ltd. 2013年16月
住重電磁設備（昆山）有限公司 2013年11月
住友建機（唐山）有限公司 2014年11月
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VOC排出量

（ｔ） 原単位VOC排出量（kg/百万円）

2006 2011 2012 2013 2014 （年度）

● 国内原単位　● 海外原単位　● 合計原単位■ 国内排出量　■ 海外排出量
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PRTR物質の排出量・移動量
●  排出量原単位

（年度）2006

（ｔ） 原単位PRTR排出量･移動量（kg/百万円）
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環境への取り組み

土壌汚染対策法対象物質の使用全廃
土壌汚染対策法で対象の有機化学物質、ジクロロメタン、

テトラクロロエチレン、トリクロロエチレンの使用全廃の取り組
みを継続しています。

オゾン層破壊物質の使用全廃
オゾン層破壊物質のHCFC-225は2008年度から、

HCFC-141bは2010年度から使用を全廃しており、使用全
廃を継続しています。

使用しているVOC対象物質の90%以上は塗料の溶剤中の
トルエン、キシレン、エチルベンゼンによって占められていま
す。2016年度までに2006年度比34%以上の排出量の削減
を目標にして取り組んでいます。

2015年度は溶剤再生装置の導入や低溶剤塗料、VOC物
質を含まない洗浄剤の採用、塗料の使用量の削減等により、
2006年度比で48%削減となりました。また、売上高原単位に
おいても44%削減となりました。2016年度の排出抑制策と
しては2015年度に引き続き、低溶剤塗料やVOCを含まない
洗浄剤の採用範囲並びに、粉体塗装の拡大、さらには、無駄を
減らし塗料等の使用量の削減等により排出削減に努めます。

海外でも2012年度から活動を開始し、2015年度は2013
年度売上原単位比で7%削減となりました。

 

海外工場環境管理体制の強化
住友重機械グループでは、海外工場の環境リスクマネジメ

ント強化を進めています。海外の各工場では、現地の環境規
制値などが強化される傾向があり、各工場ごとに、現地法の遵
守のため、現地の関係官署の指導のもと、継続的に環境管理
体制を強化しています。

中国エリアでの重点管理体制の設置
中国エリアでは、エリア別としては最多の８工場が稼動し

ており、これら中国工場の環境管理業務を統括するため、
２０１１年より上海事務所に中国エリア工場の環境管理業務を
統括する部署を設置しています。この部署には専任の管理者
を置き、工場の環境管理業務の指導、監督業務などを進めて
います。

近年、中国では環境関係法規の要求事項等が強化されて
おり、事業継続のために、環境汚染防止に関する管理の強化
が必須事項となっています。このため上海事務所では、以前か
ら各工場に環境関係法規の改変情報を提供し、対応体制整備
の指導を行ってきましたが、それに加えて２０１５年度からは各
工場所在地の環境管理監督部署から受けている指導内容の
詳細などについて積極的に情報を集約し、工場間で水平展開
しています。上海事務所と本社の間では定期的に環境管理に
関するテレビ会議を開催しています。

また、中国エリアでは、当社グループの海外工場としては唯
一、日本国内工場と同様に、定期的に環境マネジメント会議を
開催しています。この会議では、中国各工場の環境管理担当
者が一堂に会し、本社からの環境方針の説明、各工場の環境
管理状況の報告などを実施し、エリアを通じての環境管理レ
ベルの向上に貢献しています。

環境マネジメント会議の開催を開始した当初には、各社の
管理概況の報告などを主体として会議運営を進めていました

PRTR対象物質の90%以上は塗料の溶剤（トルエン、キシ
レン、エチルベンゼン）です。2015年度は2006年度比51％
削減しました。また、売上高原単位においても48%削減となり
ました。品質を維持しつつ低溶剤塗料の適用を拡大するとと
もに、溶剤回収除去設備の設置・拡大により、排出・移動量の
削減に取り組みます。

高濃度PCB含有機器は全て処理会社である日本環境安全
事業株式会社に早期登録済みで、PCB特別処置法に基づき
計画的に無害化処理を行っています。PCB含有トランスと照
明器具のPCB含有安定器は順次更新・処理を実施していま
す。また、低濃度PCB含有機器は調査を完了し、順次処理を
開始しました。

単位：kg

化学物質の
号番号 化学物質の名称

排出量+移動量

2014年度 2015年度
53 エチルベンゼン 147,184 117,203
80 キシレン 400,897 308,729
240 スチレン 1,580 853
296 1,2,4-トリメチルベンゼン 9,066 7,269
297 1.3.5-トリメチルベンゼン 4,973 3,938
300 トルエン 143,680 157,680
349 フェノール 516 423
374 ふっ化水素及びその水溶性塩 24,227 19,162
384 1-ブロモプロパン 12,404 15,369
392 ノルマル-ヘキサン 1,259 494
405 ほう素及びその化合物 2,311 584
412 マンガン及びその化合物 8,752 8,571

※排出量+移動量は、住友重機械とグループ各社の合計。

中国・東南アジア工場での環境リスクアセスメントの推進
当社グループの海外工場にて、比較的環境リスクの高い中

国、東南アジア工場では、日本国内工場で用いている環境リ
スクアセスメントの運用手法をベースとして環境リスクアセス
メントを進めています。当初、各工場で最もリスクの高い管理
対象項目より環境リスクアセスメントを開始し、その後アセス
メントの実施項目を徐々に増加させています。２０１５年度は、
日本のマザー工場で実施した環境リスクアセスメントの結果
を関連事業の海外工場へ提供し、過去国内工場で経験した環
境リスクへの個別対処ノウハウの水平展開を進めました。

また一部の海外工場では、ＩＳＯ１４００１で要求されている
環境側面の洗い出し、対応体制の整備を一体化した形で、環
境リスクアセスメントを実施しています。

ＩＳＯ１４００１外部認証の推進と維持拡大
日本国内の当社グループ工場ではすでに全工場でＩＳＯ

１４００１外部認証を取得しており、海外工場でもＩＳＯ１４００１
外部認証取得拡大活動を進めています。

有機塩素系化学物質の使用全廃
使用全廃を継続

PCBの管理および使用機器の全廃
PCB含有安定器を順次更新・処理

VOC対象物質の排出抑制
国内では排出量を2006年度比48％削減、
売上高原単位で44％削減

PRTR対象物質の排出・移動量
2006年度比51％削減、
売上高原単位で48％削減

環境リスクマネジメントの強化

化学物質管理活動
環境汚染予防の推進を図るため化学物質を管理しています。

海外工場における環境管理活動の強化
住友重機械工業グループでは、海外工場での環境リスクマネジメントおよび地球温暖化防止活動の強化を進めています。

が、徐々に討議内容をレベルアップし、２０１５年の会議では、
工場ごとの環境目標達成に向けた活動を統括する立場での、
実践的な管理業務まで踏み込んだレベルで質疑を進めてい
ます。また会議では、打ち合わせだけではなく、各工場管理
担当者による会議開催工場の現場パトロールを実施していま
す。 この現場パトロールは、他工場の環境管理担当者の視線
による環境リスクのピックアップ、開催工場での先進的な省
エネ推進活動の他工場への水平展開などの目的で実施して
おり、エリア全体の現場管理レベルの向上に大きく貢献して
います。
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昆山工場天井

上海工場天井

昆山工場照明設備

昆山工場照明設備
上海事務所環境管理担当者の教育

環境への取り組み

当社グループの海外工場では、工場所在地ごとの環境関連
法令など、それぞれ異なる要求事項に基づいて環境管理体制
を設置しています。ＩＳＯ１４００１による環境マネジメントシス
テムを設定した工場では、環境管理に関連する基本的管理要
素が整理されており、国内工場での管理手法などを水平展開
する際など、大きなメリットをもたらしています。

２０１５年度は新規に中国の１工場にてＩＳＯ１４００１外部認
証を取得しました。この結果、中国エリアでは、エリア内の全
製造工場にてＩＳＯ外部認証の取得を完了しました。

海外工場環境監査の推進
本社環境管理部では、定期的に当社グループ海外工場に

対する環境監査を実施しています。
２０１２年度より、海外工場の環境監査でも、国内工場と同

等の監査基準を適用しており、環境リスクを国内工場と同じレ
ベルまで低減させることを目的に、各工場の環境管理活動の
チェックを進めています。

監査に際しては、現地での環境に関する要求事項を踏ま
え、各工場の保有する環境リスクに応じて、監査頻度を設定し
ています。監査においては日本とは異なる、大気・排水などに
関する環境規制、廃棄物処理に関する諸規制など、現地での
事情に対応した活動が実施されているか、現場の管理状態等
も含め確認しています。２０１５年度には、中国、東南アジアエ
リアの４工場に対し環境監査を実施しました。

当社グループの海外工場では、各工場にて環境方針、環境
目標を定め、環境管理活動を展開しています。

各工場では、当社グループの環境方針を踏まえ、各工場の
個別の事情を反映した形で、個々の環境方針を設定していま
す。この環境方針は、年度ごとの環境目標とともに、各工場で
の環境管理活動の大きな方向付けを示すものとして、工場内
の全従業員に対して年度当初に説明、教育されています。

各工場とも、作業現場の休憩所などに、環境管理に関する
従業員向けの掲示板を設け、環境方針、環境目標を掲示して
おり、併せて、環境測定結果、エネルギー消費量など、各種環

海外工場での地球温暖化防止への取り組み
当社グループの海外工場では、２０１１年よりＣＯ₂削減活

動を強化しています。
エネルギー消費量の削減活動は、工場照明・工場空調・エ

アコンプレッサーなどの消費電力を削減するアクションから
始めました。まずは休憩時間等の作業現場の照明・空調の停
止および空調温度の適正化などから削減活動を開始し、国内
工場で採用された省エネ方策の水平展開などを進めてきま
した。

中国の工場では、全工場で工場作業現場の照明消費電
力の削減への取り組みを進めています。まず、国内工場で採
用している現場の照度基準を参考に、現場での照度測定を
実施しました。さらに、工場天井灯を従前の水銀灯などから
省エネタイプの照明へと変更を進めています。これらの照明
の変更に当たっては、国内工場での採用例が多い発光ダイ
オードに加え、現地で普及している省エネタイプの放電灯な
ども採用しています。

上海工場、昆山工場は、工場建屋の明かり取り窓が大き
く、晴天の日中では、工場天井灯を消灯した状態でも作業現
場に必要な照度が確保できており、日中は天井灯を消灯して
います。現場の作業内容により、精密測定などではより高い
照度が求められますが、これらの職場で天井灯を増加させる
のではなく、局部的な照明を積極的に採用しています。昆山
工場では、工場内で局部照明が必要な職場に対し、発光ダイ
オードを作業場付近の柱や壁面に取り付け、より効率的に作
業場所での照度を確保しています。それに加えて、移動式の
照明機材も設置し、日々の作業に最適な照明となるよう工夫
しています。これらの省エネのための照明設備の改善活動
は、個々の工場が独力で改善方策の検討および実施を進め
ており、工場の現場レベルでも省エネ活動の水準がより高く
なっていることを示しています。

境管理関連データなども掲示されています。
これらの掲示内容は、工場環境管理レベルの高度化ととも

に、情報が増大しています。

海外工場環境管理担当者の教育体制の改善
当社グループ海外工場の環境管理活動は、当初、環境汚

染防止活動に重点を置き管理体制の設定・運用を進めていま
したが、現地環境管理関連法規の要求事項のレベルアップ、
ＩＳＯ１４００１外部認証取得工場の増大などにより、徐々に管
理対象範囲が拡大しています。このため、各工場の環境管理
担当者に対しても、より高いレベルの知識、管理技量などが要
求されつつあり、継続的な教育体制の整備を進めています。

この一環として、上海事務所の環境管理担当者を日本に呼
び、日本国内工場の環境監査への同席、環境関連施設建設
事業部門での環境測定実務に関するレクチャーなど、高度の
教育を実施しました。

また２０１５年度は、初めての試みとして、ＩＳＯ１４００１外部
認証取得活動中の海外工場を支援するため、インドネシア工
場の環境管理担当者に対して、国内工場でのＩＳＯ１４００１に
よる環境マネジメントシステムの運用状況などを含む環境管
理の教育を実施しました。

海外工場における環境管理活動の強化

環境監査の現場

環境掲示板
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